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日本には、卓越したオーナー企業が数多く存在する。

そうした企業の中には、新しい時代を切り拓き、

今後の日本を代表する可能性を秘めた企業も。

一方、傑出したオーナー企業を見極めるには、

徹底したリサーチや銘柄を選別する力・経験が極めて重要に。

オーナー企業投資 は、いつの時代でも通用する

「普遍的な投資手法」と考えます。

当ファンドは、

オーナー企業投資のスペシャリスト が

徹底したボトムアップリサーチを行ない、傑出したオーナー企業を厳選します。

日興アセットマネジメント
株式運用部グロースチーム ファンドマネージャー

北原淳平／ Kitahara Jumpei
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好業績を実現しやすい強みを有する「オーナー企業」

⚫ 当ファンドが着目するオーナー企業は、下記のような強みから、中長期的な利益成長を実現しやすいと考えられます。

●上記は例であり、実際と異なる場合があります。

2 中長期的に経営者であることが
実質的に担保されている

• オーナー経営者は、中長期的に経営者である
ことが実質的に担保されており、中長期的な
視野で経営を行なう傾向が強い。

• 経営者が実質的な最終意思決定者であり、新規
事業の参入や撤退など、素速い意思決定につな
がりやすい。

実質的な最終意思決定者であり、
意思決定が速い3

一方、「企業の私物化」や「後継者問題」など、オーナー企業

ならではのデメリットも存在します。

このため、投資にあたっては、オーナー企業のメリットを

生かした中長期的な利益成長が期待される企業を

分析・選別する力が重要になります。

• 経営者自身が当該企業の大株主であるため、
株主視点に立った経営を行なう傾向が強い。

• 経営成果が株価を通じて自身の資産価値に
直結するため、高いモチベーションを維持しやす
い。

1 経営者自身が大株主である

• 株主として最もリスクを取っているのはオーナー
経営者であるため、利害関係者を納得させやすく、
より大胆な経営戦略を打ち出すことが可能に。

4 大胆な経営戦略を打ち出しやすい

なぜ、オーナー企業？

オーナー企業の主な強み

※当ファンドにおけるオーナー企業とは、経営者（資産管理会社や親族などを含めた間接的な保有を含みます。）が発行済株式総数の10％以上を保有する企業を
いいます（2021年10月末現在）。
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⚫ オーナー企業は、その特性を背景に、これまで市場全体を上回る利益を生み出す傾向がみられました。

【日本株式とそのうちのオーナー企業の営業利益の推移】

（2007年度～2021年度）

※2007年度の営業利益を100とし、翌年度以降の利益は、
各年度までの利益増減率を反映して算出

● オーナー企業の定義

左記グラフにおけるオーナー企業

は、データ取得の都合上、TOPIX

構成銘柄のうち、役員等が保有す

る株式が発行済株式数に対して

10％以上（3月末または直前の

9月末の決算で判定）の企業

（ただし、近年の利益の水準や

増減に鑑み、ソフトバンクグループ

を除外して算出）

算出に用いた企業の数は

TOPIXが2,175社、

オーナー企業が989社

（2022年3月末現在）

●信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成。 ●上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

これまで、相対的に優位にあったオーナー企業の業績

なぜ、オーナー企業？



当資料は、投資者の皆様に「ジパング・オーナー企業株式ファンド」へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが
作成した販売用資料です。 4

-5

0

5

10

15

20

25

02年3月 06年3月 10年3月 14年3月 18年3月 22年3月

-100

0

100

200

300

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

02年3月 06年3月 10年3月 14年3月 18年3月 22年3月

長期的には、株価は企業業績に連動する傾向

●信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成。 ●上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

【日本企業（TOPIX）の株価とEPS（1株当たり利益）の推移】

（2002年3月末～2022年3月末、四半期） （2002年3月末～2022年3月末、四半期）

【日本企業と欧米企業のROEの推移】

株価（左軸）

EPS（12ヵ月ベース、右軸）

（％）

株価と利益には、比較的高い連動性がみられる

※日本企業：TOPIX、米国企業：S&P500種指数、英国企業：FTSE100指数、
ドイツ企業：DAX指数

日本企業

米国企業

日本企業のROEは欧米企業と比べて低い水準。
今後の収益性向上と、それに伴なう株価の上昇が期待される。

英国企業

ドイツ企業

⚫ 安倍政権以降の施策導入で企業に収益性向上に向けた機運が拡がったものの、企業の収益性を表す指標のひとつであ

るROE（自己資本利益率）の改善は限定的です。

⚫ しかし、コロナ・ショックを機に、収益性向上に向けた機運が再び高まっています。長期的には、株価はその企業の売上や

利益などの業績に連動すると考えられることから、収益性が一段と向上すれば、利益拡大に連動した株価の更なる上昇

が期待されます。

株価の変動要因

※上記指数は当ファンドのベンチマークではありません。

（ポイント） （ポイント）
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株価の変動に大きな影響を与える「内部要因」

株価
EPS
（利益）

PER
（株価収益率）＝

⚫ 人気・期待

⚫ 市況動向

⚫ 政治動向 など

競争力の源泉は人であり、
その中でも当ファンドが注目
するのが経営者である。

⚫ 創意工夫

⚫ 営業・開発力

⚫ 人材・経営者 など

当ファンドでは、内部要因を大きく左右する経営者に着目し、
主要株主により実質的な経営が行なわれている

「オーナー企業」の株式に投資を行ないます。●上記はイメージであり、実際と異なる場合があります。

内部要因外部要因

⚫ 利益を出す力がより強い企業には、株価の上昇を期待できます。また、企業は利益を出すため、経営者を中心に様々な

努力を行ないます。

⚫ 株式投資においては、企業が利益を生み出す源泉となる、商品・サービスの開発力や営業力 、経営戦略、経営者の資質

などの「内部要因」を調査・分析し、業績の成長が期待される企業を選別する力が重要となります。

×

株価の変動要因

利益を出す力がより強い
企業には、株価の上昇を
期待できる。
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オーナー企業の経営戦略や収益力を分析

利益成長が期待できる「オーナー企業」をどう見分けるか

⚫ 日本には3,800社超*の上場企業がありますが、必ずしも高収益が期待される企業ばかりではないことから、徹底した

銘柄の選別が重要となります。

⚫ 当ファンドでは、オーナー企業の経営者への面談などを通じて、中長期的な利益成長が期待される企業であるかを判断

し、選別します。

銘柄選別のイメージ

* 東京証券取引所上場企業（2022年4月末現在）

投資候補銘柄を抽出

+

その他、経営者による企業の
私物化や事業継承、健康面の
問題の有無なども調査

※新規公開銘柄に投資する場合があります。
※写真はすべてイメージです。

アナリストによる各企業の利益水準と
その方向性に関する予測などの情報を考慮

経営者がしっかりとしたビジョンを持ってい
るか、そしてそのビジョンを実現するための
戦略を自身の言葉で利害関係者に示せるか

という点を最重視します。

投資対象銘柄の選定

+
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ファンドの特色

※市況動向および資金動向などにより、上記のような運用が行なえない場合があります。

日本株式の調査・運用に精通した日興アセットマネジメントが運用を行ないます。2
◼高い専門性を有したアナリストおよびファンドマネージャーによる徹底したボトムアップ・リサーチなどに基づき、

中長期的な成長が期待される企業を見極めます。

◼銘柄選定にあたっては、オーナー企業としての強みや特徴に関する定性分析を重視しつつ、利益成長性、

バリュエーション、流動性などもを勘案します。

主として、わが国の金融商品取引所に上場されている「オーナー企業」の株式に
投資を行ないます。１

3 年1回、決算を行ないます。

◼毎年12月25日（休業日の場合は翌営業日）を決算日とします。

※分配金額は収益分配方針に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配金額を変更

する場合や分配を行なわない場合もあります。

◼ 「オーナー企業」とは、株主により実質的な経営が行なわれている企業*を指します。

* 原則として、経営者（資産管理会社や親族などを含めた間接的な保有を含みます。）が発行済株式総数の10％

以上を保有する企業をいいます（2021年10月末現在）。最終的には、ファンドマネージャーが判断します。
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• ポートフォリオ全体のバリュエーションや株価モメンタムの
バランスに着目し、ポートフォリオを構築します。

• 保有銘柄のモニタリングを通じ、ポートフォリオの継続的な
見直しを行ないます。

• 株価が割高となった際やオーナー企業としての強みが発揮

できないと判断される場合などには、当該銘柄の売却を検討
します。

• オーナー企業としての強みや特徴に関する定性分析を重視
しつつ、利益成長性、流動性なども勘案して投資候補銘柄を
絞り込みます。

• 上記に加え、経営者による企業の私物化や事業継承、健康
面などの問題の有無も調査します。

⚫ 当ファンドの主な投資対象であるマザーファンドの運用プロセスは、以下の通りです。

運用プロセス

※上記は2021年10月末現在の運用プロセスであり、将来変更となる場合があります。

わが国の金融商品取引所上場株式

オーナー企業関連株式

投資候補銘柄群

ポートフォリオ構築

パフォーマンスおよびリスクのモニタリング

• 原則として、「オーナー企業」を投資対象とします。オーナー
企業については、経営者（資産管理会社や親族などを含めた
間接的な保有を含みます。）による当該企業株式の保有割合
などをもとに、スクリーニングします。

見直し

アナリストおよびファンドマネージャーによるリサーチを
もとに、銘柄を厳選し、ポートフォリオを構築します。

※新規公開銘柄に投資する場合があります。
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運用実績

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

基準価額
10,101円

純資産総額
146億円

2022年4月28日現在

【基準価額と純資産総額の推移】

（2022年1月31日（設定日）～2022年4月28日）

（億円）

※基準価額は信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の1万口当たりの値です。

（円）
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時価総額 比率

2,000億円未満 72.4%

2,000億円以上5,000億円未満 19.6%

5,000億円以上1兆円未満 0.6%

1兆円以上 7.4%

東証プライム

68.0%

東証スタンダード

6.9%

東証グロース

25.1%

銘柄名 業種 比率

1 ティーケーピー 不動産業 4.7%

2 ビジョン 情報・通信業 3.9%

3 ベクトル サービス業 3.9%

4 SHIFT 情報・通信業 3.9%

5 メンバーズ サービス業 3.7%

6 東祥 サービス業 3.3%

7 じげん 情報・通信業 3.3%

8 テスホールディングス 建設業 3.3%

9 ベース 情報・通信業 3.2%

10 Sansan 情報・通信業 3.2%

情報・通信業

40.1%

サービス業

35.7%

不動産業

9.1%

小売業

6.6%

建設業

3.3%

その他の業種

5.2%

ポートフォリオの概要 （2022年4月末現在）

（銘柄数 49銘柄）

＜株式組入上位10銘柄＞

＜規模別構成比率＞

＜市場別構成比率＞ ＜株式組入上位業種＞

※ 上記はマザーファンドの状況です。
※ 「株式組入上位業種」「株式組入上位10銘柄」の比率は純資産総額を100％として計算したものです。
※ 「市場別構成比率」「規模別構成比率」は組入銘柄の評価額の合計を100％として計算したものです。
※ 端数処理の関係で合計が100％とならないことがあります。
※ 個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。
※ 上記銘柄について、将来の組入れを保証するものではありません。
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●信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

ポートフォリオ組入上位銘柄の例①

株価推移
（2018年1月初～2022年4月末）

⚫ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で、主力のWi-Fｉルーターレンタ
ル需要は海外旅行者向け、訪日旅行者向けともに急減していますが、
経営者のリーダーシップのもと、2022年度も最終黒字を確保する見
通しです。

⚫ 無人店舗を拡大させるなどコスト削減を行ないながら拠点を維持し、
需要の回復を待つ状況にあり、海外旅行・訪日旅行の需要が改善し
た際の、企業業績の成長に期待しています。

ファンドマネージャーコメント

ビジョン
業種 情報・通信業

上場市場 東証プライム

時価総額 約640億円
（2022年4月末現在）

会社概要

⚫ 太陽光やバイオマスなど再生可能エネルギー関連の事業領域拡大
に積極的に取り組んでいます。また、同社は再生可能エネルギー関
連の事業強化も進めており、昨今の脱炭素の流れに乗って成長でき
るかどうかに注目しています。

⚫ 新規参入が多くライバルも多いものの、経営者のリーダーシップのも
と、競争激化のなかで生き残っていけるかどうかが注目しています。

ファンドマネージャーコメント

テス
ホールディングス

業種 建設業

上場市場 東証プライム

時価総額 約492億円
（2022年4月末現在）

会社概要

個人・法人向けのWi-Fiルー
ターの貸出サービスや、スマート
フォンなどの、遠隔操作での通
信プラン書き換え、海外での利
用を可能とするサービスのほか、
webサイトの作成やビジネス機

器のリース、レンタル事業などを
手掛ける。

株価推移
（2021年4月27日（上場日）
～2022年4月末）

環境エンジニアリングサービ
スを提供。コージェネレーショ
ンシステム（熱電併給）や太陽
光発電システムの設計・施工
などのエンジニアリング事業と、
発電設備のオペレーションや
電力小売などを手掛けるエネ
ルギーサプライ事業などが柱。

※ 上記銘柄は、2022年4月末時点における組入上位10銘柄の一部であり、将来の運用成果などを約束するものではありません。
※ 上記銘柄について、将来の保有を約束するものでも、売買を推奨するものでもありません。また、当ファンドが組入れる銘柄などのパフォーマンスを示唆するものでもありません。

また、上記銘柄の過去の株価推移を記載していますが、当該期間における継続保有を示唆するものではありません。
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⚫ 空間再生流通企業であり、不動産オーナーから遊休不動産を仕入
れ、会議室や宴会場、シェアオフィスなどに空間を再生し、利用者に
小口でのシェアリングを実施しています。また、ケータリング事業、ホ
テル・リゾート事業など、周辺事業も強化しています。

⚫ 新型コロナウイルス感染拡大による影響で稼働率が低下しており、
経済活動の正常化後の業績回復に期待しています。

ファンドマネージャーコメント

ティーケーピー
業種 不動産業

上場市場 東証グロース

時価総額 約802億円
（2022年4月末現在）

会社概要

⚫ 新型コロナウイルス感染拡大などの影響により、事業によってはマイ
ナスの影響をうけたものもあったものの、経済活動の正常化が進む
中で持続的な成長軌道に回帰できるかに注目しています。

⚫ 創業者であり大株主の西江会長兼社長のリーダーシップによる業績
の拡大に期待しています。

ファンドマネージャーコメント

ベクトル
業種 サービス業

上場市場 東証プライム

時価総額 約601億円
（2022年4月末現在）

会社概要

ポートフォリオ組入上位銘柄の例②

株価推移
（2018年1月初～2022年4月末）

企業の遊休不動産を借り受け、
貸会議室や宴会場として展開す
る空間活用ビジネスを手掛ける。

また、時間貸しサービスから
短期・中長期のオフィスサービス
の提供へと事業領域を拡大して
いる。

PR事業を柱にプレスリリー

ス事業、ビデオリリース事業、

ダイレクトマーケティング事業

など様々な事業を展開する

PR会社。

●信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

※ 上記銘柄は、2022年4月末時点における組入上位10銘柄の一部であり、将来の運用成果などを約束するものではありません。
※ 上記銘柄について、将来の保有を約束するものでも、売買を推奨するものでもありません。また、当ファンドが組入れる銘柄などのパフォーマンスを示唆するものでもありません。

また、上記銘柄の過去の株価推移を記載していますが、当該期間における継続保有を示唆するものではありません。

株価推移
（2018年1月初～2022年4月末）
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⚫ 初心者対象のスポーツクラブを全国に展開しており、技術の習得や
競技力向上ではなく、スポーツを通じた健康作りを主眼とした店舗運
営が特徴です。

⚫ 店舗数拡大や会員数増加による成長をめざしていますが、コロナ禍
で逆風の環境下となっています。この先、経営者のリーダーシップの
もと、成長軌道に回帰できるかに注目しています。

ファンドマネージャーコメント

東祥
業種 サービス業

上場市場 東証スタンダード

時価総額 約667億円
（2022年4月末現在）

会社概要

⚫ 人員効率化や品質強化を目的としてソフトウェアメーカーがテストを
外注する動きが広がりつつあります。ただ、ソフトウェアのテスト市場
は5.5兆円ほどあるとみられる一方、外注はその1％ほどと、低い状
況にあります。

⚫ 今後のソフトウェアのテスト市場拡大による恩恵を受けながら売上拡
大が持続するかどうかに注目しています。

ファンドマネージャーコメント

SHIFT
業種 情報・通信業

上場市場 東証プライム

時価総額 約4,411億円
（2022年4月末現在）

会社概要

「健康づくりで、世のため人
のために尽くす」を経営理念に
掲げ、健康生活創造企業をめ
ざし、スポーツクラブ、ホテル、
賃貸マンション、テナントビル
開発、ゴルフ練習場運営など
を手掛ける。

ポートフォリオ組入上位銘柄の例③

株価推移
（2018年1月初～2022年4月末）

ソフトウェアの品質テストなど
のサービスを提供。

ソフトウェアメーカーが社内で
行なっていたテストを受託する
ことで、安定的に売上を伸ばし
ている。

●信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

※ 上記銘柄は、2022年4月末時点における組入上位10銘柄の一部であり、将来の運用成果などを約束するものではありません。
※ 上記銘柄について、将来の保有を約束するものでも、売買を推奨するものでもありません。また、当ファンドが組入れる銘柄などのパフォーマンスを示唆するものでもありません。

また、上記銘柄の過去の株価推移を記載していますが、当該期間における継続保有を示唆するものではありません。

株価推移
（2018年1月初～2022年4月末）
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ファンドの仕組み

投資

損益

ジパング・オーナー企業
株式ファンド

投資者
（受益者）

申込金

収益分配金

解約金

償還金

国内株式など

投資

損益

日本オーナー企業
株式マザーファンド

＜ベビーファンド＞ ＜マザーファンド＞

※ファミリーファンド方式とは、投資者から投資された資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドに投資して、
実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。

⚫ 当ファンドは、主にマザーファンドに投資するファミリーファンド方式で運用を行ないます。
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お申込みに際しての留意事項①

■リスク情報

投資者の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むこ
とがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）の皆様に帰属します。なお、当ファンドは預貯金とは
異なります。

当ファンドは、主に株式を実質的な投資対象としますので、株式の価格の下落や、株式の発行体の財務状況や業績の悪化などの影響によ
り、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、外貨建資産に投資する場合には、為替の変動により損失を被ることがあります。

主なリスクは以下の通りです。

【価格変動リスク】

⚫ 株式の価格は、会社の成長性や収益性の企業情報および当該情報の変化に影響を受けて変動します。また、国内および海外の経済・
政治情勢などの影響を受けて変動します。ファンドにおいては、株式の価格変動または流動性の予想外の変動があった場合、重大な損
失が生じるリスクがあります。

⚫ 中小型株式や新興企業の株式は、株式市場全体の平均に比べて価格変動が大きくなる傾向があり、基準価額にも大きな影響を与える
場合があります。

【流動性リスク】

⚫ 市場規模や取引量が少ない状況においては、有価証券の取得、売却時の売買価格は取引量の大きさに影響を受け、市場実勢から期
待できる価格どおりに取引できないリスク、評価価格どおりに売却できないリスク、あるいは、価格の高低に関わらず取引量が限られてし
まうリスクがあり、その結果、不測の損失を被るリスクがあります。

⚫ 一般に中小型株式や新興企業の株式は、株式市場全体の平均に比べて市場規模や取引量が少ないため、流動性リスクが高いと考え
られます。

（次ページに続く）
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お申込みに際しての留意事項②

【信用リスク】

⚫ 投資した企業の経営などに直接・間接を問わず重大な危機が生じた場合には、ファンドにも重大な損失が生じるリスクがあります。
デフォルト（債務不履行）や企業倒産の懸念から、発行体の株式などの価格は大きく下落（価格がゼロになることもあります。）し、
ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。

【為替変動リスク】

⚫ 外貨建資産については、一般に外国為替相場が当該資産の通貨に対して円高になった場合には、ファンドの基準価額が値下がりする
要因となります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

（前ページより続く）

■その他の留意事項

⚫ 当資料は、投資者の皆様に「ジパング・オーナー企業株式ファンド」へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメント
が作成した販売用資料です。

⚫ 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

⚫ 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、銀行など
登録金融機関で購入された場合、投資者保護基金の支払いの対象とはなりません。

⚫ 分配金は、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。分配金は、
計算期間中に発生した運用収益を超えて支払われる場合があります。投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または
全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。

⚫ 投資信託の運用による損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドをお申込みの際には、投資信託説明書（交付目論見書）
などを販売会社よりお渡ししますので、内容を必ずご確認のうえ、お客様ご自身でご判断ください。
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お申込みメモ

商品分類 追加型投信／国内／株式

購入単位
販売会社が定める単位
※販売会社の照会先にお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付日の基準価額

信託期間 2031年12月25日まで（2022年1月31日設定）

決算日 毎年12月25日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配
毎決算時に、分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向などを勘案して決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。
※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。

換金価額 換金申込受付日の基準価額

換金代金 原則として、換金申込受付日から起算して5営業日目からお支払いします。

課税関係

原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時および償還時の差益は課税の対象となります。
※課税上は、株式投資信託として取り扱われます。
※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
※配当控除の適用があります。
※益金不算入制度は適用されません。
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手数料等の概要

購入時手数料
購入時の基準価額に対し3.3％（税抜3％）以内
※購入時手数料は販売会社が定めます。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
※収益分配金の再投資により取得する口数については、購入時手数料はかかりません。

換金手数料 ありません。

信託財産留保額 ありません。

投資者の皆様には、以下の費用をご負担いただきます。

※投資者の皆様にご負担いただくファンドの費用などの合計額については、保有期間や運用の状況などに応じて異なりますので、表示することが
できません。
※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞

＜申込時、換金時にご負担いただく費用＞

運用管理費用
（信託報酬）

ファンドの日々の純資産総額に対し年率1.584％（税抜1.44％）

その他の費用・手数料

目論見書などの作成・交付および計理等の業務に係る費用（業務委託する場合の委託費用を含みます。）、監査費用
などについては、ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.1％を乗じた額の信託期間を通じた合計を上限とする額
が信託財産から支払われます。
組入有価証券の売買委託手数料、借入金の利息および立替金の利息などがその都度、信託財産から支払われます。
※運用状況などにより変動するものであり、事前に料率、上限額などを表示することはできません。また、有価証券の

貸付は現在行なっておりませんので、それに関連する報酬はかかりません。
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委託会社、その他の関係法人

委託会社 日興アセットマネジメント株式会社

受託会社 三井住友信託銀行株式会社

販売会社 丸三証券株式会社 他
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メモ
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データ：2022年4月末基準


